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ごあいさつ 

 

信用金庫は、協同組織の地域金融機関として、経営の健全性、透明性の確保を基本

に、その社会的使命の下、会員をはじめとする地域の中小企業や住民の方々から、高

い信頼と信認を得てまいりました。 

 現下の国際情勢は、米国トランプ大統領による関税政策により、世界の自由貿易体

制が大きく揺さぶられております。更に、ロシアのウクライナ侵攻や不透明な中東情

勢など引き続き難しい局面にあります。国内においては、高市早苗氏が憲政史上初の

女性首相に選出され、自民党と日本維新の会による新たな連立政権の発足など、大き

な転換点を迎えております。今後の高市政権による経済対策、日銀による金融政策の

動向が注目されます。 

引き続き地方では厳しい経済状況が続くものと予想されますが、地元になくては

ならない金融機関として『地域社会の繁栄に貢献する』という経営理念の下、役職員

一致協力して努力する所存であります。 

今後とも、より一層のご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。 

 

    令和７年１１月 

               理事長 井上 洋一郎 
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令和７年９月末 令和６年９月末

単体自己資本比率 15.05 13.68

コア資本に係る基礎項目の額 6,967 6,764

コア資本に係る調整項目

無形固定資産 (モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。) の額の合計額 4 5

繰延税金資産 (一時差異に係るものを除く。) の額 - -

前払年金費用の額 241 213

少数出資金融機関等の対象普通出資等の額 - -

コア資本に係る調整項目の額 245 218

自己資本の額 6,721 6,545

リスク・アセット等の額の合計額 44,639 47,824

信用リスクに対する所要自己資本の額 1,676 1,798

109 114

単体総所要自己資本額 1,785 1,912

オペレーショナル・リスクに対する所要自己資本の額

項      目

債務者区分 令和７年９月末 令和６年９月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 813 1,232

危険債権 1 ,800 1,704

要管理債権 13 34

※

１．金融再生法ベースの債務者区分による開示（単体） 
                                       (単位：百万円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 上記の令和７年９月末の計数は「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規制」第４条に規 

定する各債権のカテゴリーにより分類しておりますが、集計方法については以下の点につき年度末に開示 

する計数と異なるため、計数は連続しておりません。 

１． 令和７年９月末の「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」の金額は、令和７年３ 

月末時点における債務者区分を前提とし、３月末から９月末までに倒産、不渡り等の客観的な事実ならび 

に債務者区分の引下げ等があった債務者について、当金庫の定める自己査定基準に基づき債務者区分の変 

更をしております。この場合、債務者区分が下方へ変更になった場合を対象とし、債務者に対する債権額 

を新たに加算、元の債務者区分欄から減額しております。 

２． 令和７年９月末の「要管理債権」の金額は、３月末時点における債務者区分を前提とし、３月末から９ 

月末の間に正常先、要注意先の債務者に対する債権のうち①新たに３ヵ月以上延滞となった債権、②新た 

に貸出条件を緩和したことを確認している債権を加算し「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」および 

「危険債権」に変更になった金額を減算しております。 

また、３月末時点の自己査定金額を基準として、半期中の増減額を勘案しております。 

  

※ 債務者区分 

・破産更正債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 

・危険債権（破綻懸念先） 

・要管理債権（要注意先のうち、「３ヶ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金） 

 
 

２．自己資本の構成に関する主な開示事項/定量的な開示事項 
                                          （単位：％、百万円） 
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時価 評価差額 時価 評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 16,551 △ 767 565 1,332 18,632 △ 764 609 1,374

株式 454 182 185 2 984 286 314 28

債券 5,976 △ 526 3 530 7,376 △ 326 7 334

その他 10,120 △ 424 375 799 10,270 △ 724 287 1,011

帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益

うち益 うち損 うち益 うち損

満期保有目的の債券 - - - - - - - -

令和７年９月末 令和６年９月末

令和７年９月末 令和６年９月末

令和７年９月末 令和６年９月末 令和７年３月末

製造業 2,125 2,266 2,241

農業、林業 364 358 375

建設業 4,384 4,066 4,820

電気、ガス、熱供給、水道業 140 152 146

情報通信業 60 59 58

運輸業、郵便業 542 449 476

卸売業、小売業 2,709 2,687 2,736

金融業、保険業 1,403 1,404 1,403

不動産業 9,998 9,216 9,720

物品賃貸業 ― 116 106

学術研究、専門・技術サービス業 25 21 19

宿泊業 537 473 462

飲食業 549 570 561

生活関連サービス業、娯楽業 398 583 528

教育、学習支援業 240 95 85

医療、福祉 1,266 1,225 1,151

その他のサービス 3,210 3,246 3,397

小　　計 27,957 26,993 28,293

地方公共団体 2,632 1,452 1,765

個人（住宅・消費・納税資金等） 13,254 13,762 13,167

合　　計 43,843 42,207 43,226

令和７年９月末 令和６年９月末 令和７年３月末

預金 77,956 77,581 76,926

貸出金 43,843 42,207 43,226

３．預金・貸出金の状況（残高） 
                                        （単位：百万円） 
  
 
 
 
 

４．貸出金の内訳（業種別区分残高） 
                                        （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注）業種別区分は、日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。 

５．時価のある有価証券の評価差額（単体） 

   (単位：百万円) 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
（注）１． 令和７年９月末の「評価差額」および「含み損益」は、令和７年９月末時点の帳簿価格と時価との差額 

を計上しております。 
（注）２． 満期保有目的の債券に係る含み損益がある場合は、決算上に影響しません。 
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６．総代会の機能・総代の氏名等 
【総代会の機能について】 

 総代会は、当金庫の会員の中から定款に定める方法によって選任された総代で組織される最高意思

決定機関です。 

 

【総代の氏名等について】（令和７年９月３０日現在） 

１.総代の氏名等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.総代の属性別構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤田　敏雄⑰ 日下　修一⑧
沼澤　正則⑯ 奥山　貴裕⑧
山科　昭雄⑯ 井上　和郎⑧
阿部　浩悦⑯ 大場　清文⑧
菅　  信二⑯ 柿﨑　千恵⑧
長倉　洋一郎⑰ 武田　一夫⑧
吉田　慶一⑫ 佐々木　新一郎⑧
片岡　潤二⑫ 津藤　真知子⑧
阿部　克⑫ 沼澤　孝典⑧
佐藤　啓⑬ 梁瀬　幹子⑧
田澤　雅宏⑬ 加藤　秀幸⑧
長南　雅行⑬ 京野　純司②
早坂　幸久⑬ 井上　裕之②
森　  俊明⑬ 田中　直彦②
涌井　正和⑬ 海藤　剛②
涌井　洋一⑬ 門脇　茂②
結城　敏夫⑫ 江口　知秀②
阿部　茂⑧ 金沢　友治②
井上　孝一⑧
佐藤　景一郎⑰ 星川　新一⑧
川田　幸一⑮ 寒河江　宏一⑧
庄司　和敏⑬ 佐々木　重四郎⑮
熊谷　市夫⑫ 大場　利秋⑯
髙橋　智之⑧ 大石　紳一郎⑧
山科　義行⑧ 佐藤　隆⑧
柴田　清正⑫ 青柳　栄一②
岸　  伊和男⑰
庄司　正彦⑫ 矢吹　栄修⑧
吾妻　正章⑧ 村山　与四郎⑯
狩野　一康⑧ 八鍬　隆正⑧
大場　和敏⑧ 星川　幸男②
冨樫　正一⑧ 佐藤　信勝②
芳賀　義隆⑧ 中川　浩晃②
土屋　昭智⑧ 荒木　新次②
設楽　勇吉⑧
工藤　信策⑧
鈴木　富士雄⑧

 1.44

合計 100.00

教育・学習支援  4.34

医療、福祉  5.79

比率（％）
 2.89

 2.89

比率（％）

 8.69

個人  5.79

その他サービス業  8.69

飲食業

100.00

学術研究、専門・
技術サービス業

不動産業

合計 100.00 

７０歳以上 46.37

４０～４９歳  0.00

年代別

６０～６９歳 34.78

選任区域 人数

比率（％）

法人代表者 71.01

河北町地区

個人事業主 23.18

製造業

業種別

天童・大石田地区 １５名

職業別

５０～５９歳 18.84

個人  5.79

合計

１名
庄内町地区 １名

氏名・就任年数（丸内数字）

３７名新庄地区

最上郡地区 １５名

28.98卸売業、小売業

21.73建設業

 8.69農業、林業
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７．ＣＳＲ進捗状況 
 

（コーポレート・ソーシャル・レスポンシビリティー）

◆ エコロジー・社会貢献等 

・ＮＰＯ法人バイオマスもがみの会と共に、バイオマス（生物
資源）の利用研究に関する普及啓発活動や、企業の森づくり
活動、新庄「小さな親切」の会の新庄事務局の運営等、明る
く住みよい地域社会づくりに貢献しています。 

＜里山地域の「森づくり活動」＞ 

・令和７年６月に新庄市民スキー場にて開催された「やまがた森の感謝祭２０２５」にて、山形

県より「ＣＯ₂森林吸収量認証書」が授与されました。 

 

＜新庄「小さな親切」の会の新庄事務局の運営、絵画コンクール等＞ 

・当金庫敷地内において、献血バスによる献血活動を行いました。 

・新庄徳洲会病院に車いすを贈呈いたしました。 

 

～ご存知ですか？ＣＳＲ～ 

企業の事業継続性(サステナビリティー)は財務諸表のみ

ではなく、お客様、職員や地域社会などの存立基盤によって

形成されるものであり、こうした多面的な配慮が、企業の将

来的な発展には必須の条件であるという考え方です。協同

組織である当金庫は、日頃の本業を通じた事業活動そのも

のが、ＣＳＲや、持続可能な開発目標（※SDGｓ）に対する活

動に結び付いております。 

※SDGｓにつきまして、詳しくは当金庫の 

ホームページをご覧ください。 

  

◆ ステークホルダー（当金庫を取り巻くあらゆる利害関係者の方々） 

・お客様からの相談にアドバイスできるよう努力しており 
ます。 

◆ コーポレートガバナンス（企業統治） 

・お客様の声に耳を傾けます。 

 当金庫では、お客様から頂いたご意見等を参考に、様々な活動を行っており

ます。これからも、地域に密着した金融機関を目指すため、ご協力をお願いい

たします。 

＜進捗状況＞ 

・社会保険労務士との連携による「個別年金相談訪問」を実施しております。 

・山形大学の柴田孝客員教授による企業への現場改善相談を行っております。 

CSR とは Corporate Social Responsibility の略で、一般的に「企業の社会的責任」と言われます。

当金庫では、お客様の堅実な資産づくりのお手伝いをしております。より多くのお

客様の現状や将来の生活設計に役立てるよう、ご相談機能や、新商品の開発、サービ

スの一層の充実に向け、職員一丸となってＦＰ(ファイナンシャルプランナー)技能士

資格を取得し、努力して参ります。 

＜進捗状況＞ 

・ ・日本ファイナンシャル・プランナーズ協会の２級ＦＰ技能資格と１級ＦＰ技能 

・  資格取得に向けた取組みを継続しております。 

・ ・大学教授、企業経営者、社会保険労務士等によるアドバイスを実施しております。 

・ ・山形大学と共に顧客の課題発掘・解決に関する取組みを行っております。 

・ 

・ 

 

 

山形大学の柴田孝客員教授とともに企業への視察

による現場改善・経営相談を毎週実施しております。 

 

当金庫では職員に対し資格取得、各種セミナーへの参加

を推進し、お客様の経営支援に努めております。 

一例として、新入職員向けビジネスマナー研修を継続し

て実施しており、当金庫取引先の新入社員の方々も交えて

人材育成に力を入れております。 

 令和７年７月に新庄市と「地域創生に関する包括連携協力

協定」を締結いたしました。 

献血バスによる献血活動に当金庫

職員も積極的に参加しております。 
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運転資金 

設備資金 

設備資金 

地方公共団体 

運転資金 

８．地域貢献 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

＜ 当金庫の地域経済活性化への取組みについて ＞ 

 当金庫は新庄市、最上郡、北村山郡、尾花沢市、東根市、村山市、天童市、山形市、寒河江市、河北町、庄内町
を事業区域として、地元の中小企業者や住民が会員となって、お互いに助け合い、発展していくことを共通の理念
として運営されている相互扶助型の金融機関です。 
 地元のお客様からお預かりした大切な資金（預金積金）は地元で資金を必要とするお客様にご融資を行って、事
業や生活向上のお手伝いをするとともに、地域社会の一員として地元の中小企業者や住民との強い絆とネットワー
クを形成し、地域経済の持続的発展に努めております。また、金融機能の提供にとどまらず、文化、環境、教育と
いった面も視野に入れ、広く地域社会の活性化に積極的に取組んでおります。 

 

新庄信用金庫と地域社会 
～ 地域に根ざしたコミュニティバンクをめざして ～ 

預金積金／出資金 
 

貸出金／支援サービス 

 

個人預金

75.9%

法人預金

24.0%

〔預金者別預金残高構成〕

地域の活性化を目的とし
た創業支援商品「コミュニ
ティビジネスローン」や、
街づくりを支援する「ＮＰ
Ｏサポートローン」がござ
います。 
 

個人 

13,254百万円 

6,406百万円 

2,632百万円 

14,472百万円 

13,484百万円 6,847百万円 

〔貸出金残高構成〕 

◆「えほん定期」(夢がかなう本) 
えほんの主人公に、お子様等のお名前

が入った、世界でたった１冊の自分だけ
のオリジナル絵本をプレゼントします。 

当金庫では、地域のお客様の堅実な資産づくり
のお手伝いをしております。より多くのお客様か
らご利用いただけるよう新商品の開発やサービス
の一層の充実に向けて努力して参ります。 

◆預金積金残高 【７７，９５６百万円】 

 

◆貸出金残高【４３，８４３百万円】    

預金積金に対する割合【５６．２％】 

 

◆取引先への支援等 

 

地
域
の
お
客
様
／
会
員
の
皆
様 

 

◆新規創業支援 

 

 
「地元」で預けて頂いたお金は「地元」へ。 

事業者 

27,957百万円 

新  

庄  
信  
用  

金  

庫 

 
当金庫は、業績低下に苦慮しているお客

様には親身になって相談し、打開のための
改善策や経営改善計画書等へのアドバイス
をするなど、資金面だけでなく生きた支援
を心掛けております。 
また、お取引先事業経営者への情報提供

と、異業種交流・親睦を図る場として「しん
きんエグゼクティブクラブ」を運営し、経
済・文化講演会や各種セミナー等を開催、お
取引先様の発展と繁栄のお手伝いをしてお
ります。  

地元のお客様からお預け入れいただいた
預金積金につきましては、お客様の様々な
資金ニーズに応え、地域経済の活性化に資
するためにご融資を行い、地域社会に還元
しております。その結果、個人のお客様を
含めた地域の事業者の皆様に対し、総貸出
金の約９０．８％をご融資しております。 
※その他は地方公共団体等へのご融資にな
ります。 

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

R3.9 R4.9 R5.9 R6.9 R7.9

預金残高 75,715 76,673 77,439 77,581 77,956

(百万円) 〔預金積金の推移〕
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地域貢献・ＣＳＲ 

金山町産落花生を使用した新デザイン「ろーるなっつ」の完成報告会 

９．トピックス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                  

 

 

 

地元の学生がフィールドワーク活動

として当金庫を訪問し、職員が課題探

求に協力しました。 

地元の高校が開催する地域理解プ

ログラムに当金庫職員が講師として参

加しました。 

当金庫の本店駐車場及びレキシントン

新庄を献血会場として提供しており、職

員も積極的に献血に参加しております。 

地元高校生による地域開発チーム「ＷＡＴＳ（ワッツ）」は、新庄開府４００年記念に合わせ、金山町産落花生を使用した

ロールケーキ「ろーるなっつ」の包装紙の新デザインを考案いたしました。デザインには神室山の伝説を活かし、天狗が

モチーフになっております。この新パッケージの商品は山科新庄市長に直接披露され、チームの活動成果を報告いたし

ました。 

また、ビジネスモデルとして「ろーるなっつ」の販売収益を同チームの活動費に充てるという本取組みが、「全国高校生

ＳＢＰ交流フェア」のＳＢＰアワードチャレンジ部門にて２年連続特別賞を受賞し、当金庫との協働の活動が大きく評価さ

れました。当金庫は多方面で高校生の活動を支援しております。 

当金庫では今年も、お客様への日頃の感謝を込めて東京旅行を企画

いたしました。 

今回は「松竹創業百三十周年吉例顔見世大歌舞伎・迎賓館赤坂離宮

見学」ツアーを催行し、参加者の皆様から大変好評いただきました。今後

も引き続き、お客様に喜ばれる旅行を企画して参ります。 

「松竹創業百三十周年吉例顔見世大歌舞伎 迎賓館赤坂離宮見学」 
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令和７年１１月発行 

新庄信用金庫 総合企画部 
〒996-0027 山形県新庄市本町２番９号 
      TEL. 0233-22-4222（代表） 
 

新庄開府４００年記念「ＭＡＳＡＭＯＲＩ ＡＬＥ（マサモリエール）」完成 

 新庄市との新庄開府４００年記念協働事業として、新庄市産のそ

ば「最上早生」を使用した初のオリジナルクラフトエール「ＭＡＳ

ＡＭＯＲＩ ＡＬＥ（マサモリエール）」を企画・製造し、完成報告

会を新庄市役所で行いました。 

 本プロジェクトは令和６年６月に締結した新庄市・当金庫・よい

仕事おこしフェア実行委員会（事務局：城南信用金庫）とで締結し

た包括連携協定の一環として実施いたしました。 

 当金庫の提案により事業を進め、醸造は信用金庫のネットワーク

を活用して都内飲食店に依頼し、商品の完成に至りました。 

 本エールは新庄開府４００年記念「戸沢サミット」で来場者に振

る舞われました。 

 令和７年１０月１５日に、新庄市民プラザにて日本講談協会

会長の神田紅氏をお招きし、「しんきん講談会」を開催いたしま

した。 

 本講談会は新庄開府４００年記念事業の一環として行われ、

当金庫が発行した漫画本を題材に創作された講談「新庄藩初代

藩主 戸澤政盛公物語」を披露していただきました。この他にも、

神田梅之丞氏による古典講談や、講談体験コーナーも実施いた

しました。 

当日は約３００名のお客様にご来場いただき、軽妙な語り口

に会場は笑いと感動に包まれました。 

しんきん講談会 新庄藩初代藩主 戸澤政盛公物語 
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SHINJO SHINKIN BANK 


